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いであろう(例えばAlbrecht1950， Rider 1958， Slatyer & McIlroy 1961， Thornth-










は成立たない. しかし水閏が受ける正味の輯射量 (netradiation， S)は次の過程に分配
されると考えることができる: (1)植物群落の昇温 (BG);(2)濯概水の昇温 (Bw);
(3)地中への伝導 (Bs);(4)群落上の気層への乱流熱輸送 (L);(5)群落からの蒸発散
に使われる潜熱 (V). この前提の下で，水田からの蒸発散量を Bowen法によって算定す
ることができる.すなわちこの場合広い裸地表面に対して適用される
v-s-B L一CM生ニ生〉~ l+L/V' V = -lcq戸五万一
の関係において
B= BG + Bw+ Bs 
と見なせばよいであろう. 上記の式で， Cpは空気の定圧比熱， ρは空気密度， tは水の燕
発潜熱， (}，-82および q，ーのはそれぞれ接地気層内の2高度の気温および比湿の差であ
る.





radiometerで測定した.その感度(約3mV /cal cm -2 min-I)は検定常数の知れている
Albrecht型輔射計との比較測定によって定めた.幅射計の出力は自記電位差計で記録し，
記録から1時間平均値を求めた.














率 λ，単位体積の熱容量CsPsの値は一定の値 λ=2.1 x 10→cal cm-I sec-I OC-I， csps 
=0.65 cal cm -SOC-Iを用いた*このことはBsの正確な決定には適当でないが，水田の
Bsの値は後に掲げる第1表および付表lから知られるように稲の生育初期を除き比較的
小さいので，蒸発散推定の結果に大きい誤差を生ずることはないだろう.
地温は熱電対温度計を深さ 5cmおよび地表面に置いて測定L..， 水温 8wf土地面上約2
cmに置いた熱電対で測定した.又水位 hはオイル ・ゲージを利用したフロート式水位計
で記録した. これらの量は何れも 1時間毎の値を読取って，Bwあるい Bsの計算に用い
た.
気温および水蒸気圧は熱電対乾湿計を稲の上約20，40. 80. 160 cmの高きに設置して測





熱収支では一般に netradiation (S)と蒸発散に使われる潜熱 (V)が主要な項になって
いる. 比 V/Sは7月から 9月中旬までは70乃至90%に達するが. 10月には50乃至70
%に減少する.但し9月26日には空気からの熱伝達 (Lく0)があって VはSと同程度
の値になっている. (2)稲・土・水における熱交換 Bは， それ自体は 1日合計でほぼバ
ランスするであろうが，稲の生育の初期の段階では，蒸発散算定においてしばしば無視で
きない大きさになっている.(3) 7月から9月にかけて，群落からその上の気層への熱伝
達Lは蒸発散による潜熱の伝達 Vに比べて小さい. 9月には日中気温逆転が卓越し Lく
Oの日さえおこっている. しかし 10月にはいると Lと Vは同程度の値になっている.




第 1表 水田の熱収支成分(倉敷 1963年〉





Date S B L V V/l V% 18 L% IV cal cm-2 m官1
〈ら-20h)
July 14 488 69 32 386 6.4 79 8 
15 2$0 $0 20 180 3.0 72 11 
16 422 65 27 330 $.5 78 8 
21 340 34 25 282 4.7 83 9 
26 417 55 16 346 5.8 83 5 
30 326 20 50 256 4.3 79 20 
31 442 34 93 31$ 5.2 71 30 
Aug. 6 430 41 58 331 5.5 77 18 
11 148 11 5 131 2.2 88 4 
19 406 18 26 362 6.0 89 7 
23 298 29 5 264 4.4 92 2 
29 155 31 10 115 1.9 74 9 
Sep. 5 287 17 43 227 3.8 79 19 
8 宮77 19 29 229 3.8 83 13 
19 315 20 99 196 3.3 62 51 
26 139 13 -13 139 2.3 1∞ - 9 
29 198 14 38 146 2.4 74 26 
Oct. 3 248 14 107 127 2.1 51 84 
11 215 。 73 142 2.4 66 51 
13 188 20 74 94 1.6 50 79 
28 194 5 62 126 2.1 65 49 
(4)水田の蒸発散は 7，8月に最も盛んで， この期間の日量は最大約6mmに達し，その











". '" U1-Ui ' ...- _!_，-:，~ 
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ここで，u"， は鄭断応力速度， U1および U2はそれぞれ地表面からの高さ Zlとん (Zl>
Z.)における風速，川主 Karman常数，dは零面変位である.実際の計算では，零面変
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Bw -BWl + BW2 





















































































U:風速 ;T:気温 ;Ow:水温，水のないときは地面直上の気温;む:地温 ;e:水蒸気圧;
!::.T:ムZで示した2高度の気温差;ムo:水Z眠気圧の差高さは植被からの高さ，但し地温の
深さは地表面からの深さ
U T 。w OB e ムT ムe ムZ
160cm 160cm -5cm 160cm 
m/s 。c mb 。c mb Cロ1
1963 
July 14 2.6 28.6 32.1 30.6 29.0 ー0.2 -1.8 1ω-40 
15 1.7 27.9 31.6 30.7 29.5 -0.2 -1.2 初
16 1.9 29.1 32.5 31.0 29.2 -0.1 -1.4 " 
21 1.6 28.9 32.2 30. 1 -0.2 -1.8 " 
26 1.6 29.4 31.0 29.6 29.6 -0.1 -3.0 160--20 
ω 1.6 28.3 (29.0) 28.6 28.2 ー0.2 -1.2 " 
31 1.6 28.8 30.1 29.3 25.7 ー0.5 -1.5 " 
Aug. 6 1.6 26.9 27.5 26.6 24.5 一0.4 -2.3 80-20 
1 2.9 21. 5 21.3 21.3 21.9 0.0 -0.7 嘗
19 1.9 27.3 (27.3) 27.0 27.1 0.0 -1.2 160--40 
23 1.8 28.3 27.6 26.9 29.9 0.3 -1.8 160-ー20
29 1.9 26.6 26.0 25.7 28.2 0.0 -0.6 160-ー，40
Sep. 5 1.0 25.5 23.6 23.5 22.9 0.0 -1.6 160-20 
8 1.1 23.9 (22.3) 22.5 20.5 0.0 -1.2 1 
19 1.3 21.1 19.6 19.6 15.8 0.0 -0.6 160--40 
26 2.1 19.8 18.5 18.7 17.0 0.2 -0.7 " 
29 1.3 20.8 (19.1) 19.2 17.2* -0.1 一0.5 80-40 
Oct. 3 17.9 (16.6) 16.6 14.2 -0.1 -0.3 160--40 
1 3.4 17.6 (15.6) 15.6 13.2本 一0.1 一0.3 80--40 
13 1.0 17.5 (15.2) 15.7 14.9 一0.3 一0.4 160--40 




2) !::.T，ムeの平均値から Bowenratioを計算することは危険である. 例えば9月19
自については表の値によると0.0になるが，実際は0.51(第1表).
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